
 

エネルギーの単位 

 よく聞くけれど、意外と知らない電力単位の

意味。普段使っている電力の量が、どのくらい

の規模なのかを知れば、より一層身近に感じる

はずです。 

 
Ｗ（ワット） １秒間に出すエネルギーの大きさ。 

１Ｗｈ 

（ワットアワー） 

１Ｗの電力を１時間使った時の 

電力量。 

１ｋＷｈ １，０００Ｗｈ 

※１０００ｇを１ｋｇと表わすように、大きい値は 

ｋ（キロ）・Ｍ（メガ）、小さい値をｍ（ミリ）・μ 

（マイクロ）などを使います。 
 足立区では、年間２５億３７００万 KＷｈの電力を消費して

おり、それに伴い、２４２３千ｔもの二酸化炭素が排出されて

います（２０１１年度）。 

 電気は昼夜問わず、とても身近な存在です。一般家庭で使わ

れるエネルギーの内訳を見ると、電気が約６０％と大半を占め

ています。私たちの生活がいかに電気に支えられているかを実

感します。だからこそ、意識して節電に取り組まなければなり

ません。しかし、一人で節電をしても一日に削減できる電力量

は限られています。無理に電気を使わない生活をしても、続か

ないでしょう。「節電」は、みんなで協力して行うエコ活動なの

です。 

 現在、足立区の総人口は、６７万人以上に上ります。その内世帯数は、３２万世

帯強。ちりも積もれば山となるように、一家族がちょっとの節電を毎日行えば、確

実に電力の削減ができ、二酸化炭素の排出を抑えることができます。一人ひとりの

力はとても小さいですが、足立区全体を見れば、大きな成果につながるはずです。 

冷房の設定温度を１、２℃上げよう 

 気温の暑い日は、どうしても冷房の温度を下

げてしまうもの。ですが、温度を２℃引き上げ

るだけで、１日約９０ｇの二酸化炭素を削減で

きます。足立区全体だと、約２９ｔの削減につ

ながります（９０ｇ×３２万世帯を単純計算）。 

１世帯では、年間約３３ｋｇの二酸化炭素が削減可

能。約１，８００円の節約になります。 

 

 

 

 

１日１時間、テレビの利用を減らそう 

 一度見だしたら、なんとなくだらだらと付け

っ放しで見てしまいがち。計画的に見たい番組

だけを厳選し、１時間利用を減らすだけで、１

日約３８ｇの二酸化炭素を削減できます。足立

区全体では、約１２ｔの削減につながります。 

 １世帯では、年間約１４ｋｇの二酸化炭素が削減可

能。約８００円の節約になります。 

 

 

 

 

１日１時間、照明を使う時間を減らそう 

 ほんの短い時間だからと、つい照明を付けっ

放しで部屋を離れることがよくあります。６０

Ｗの白熱球の付けっ放しを１日１時間やめる

と、約１９ｇの二酸化炭素削減になります。足

立区全体に換算すると、約６ｔの削減です。 

 １世帯では、年間約７ｋｇの二酸化炭素が削減可能。

約４８０円の節約になります。 


